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最小金額     100,000円
中央値  23,057円
標準偏差 11,456円
 
４．おわりに 
 
今後、地方部では高齢社会・ゆとり社会などの新し
い価値観に基づく市場が形成される可能性が高く、生活
圏域の中心都市への交通インフラによる交通質の向上が
重要である。本研究で示したように、農村地域の中心都
市に居住し、子供達が教育環境に優れた農村に通学する
ことも考えられよう。本研究の成果は以下の２点である。 
1. WS の結果より、都市から見た農村、農村教育の
効用を計測した。これは、異質性の価値によるも
のだと考えられる 
2. 支払い意思額の推計結果より、農村教育の効用は
正の効用と考えられていることが分かった 
今後の課題は、都市の住人から見た農村の効用、つ
まり都市と農村それぞれのアメニティの差による効用を
どう表すか、加えてそれが都市間の距離、都市の規模、
インフラなどによってどう変化するかを的確に捉えたモ
デルの作成が挙げられる。 
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